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5Gで文化財
『国宝 聖徳太子絵伝』に付加価値

優秀賞 KDDI株式会社／
東京国立博物館／
文化財活用センター

　国宝「聖徳太子絵伝」（以下、絵伝）
は、太子にまつわる58のエピソードを
10面の障子絵にした平安時代（1069
年）の作品。顔料の剥落など傷みが激
しいため、年間の展示期間は1カ月ほ
どに限られている。また、照明の制限
もあり、展示ケース越しに細かな描写
を鑑賞するのは極めて難しい。
　このような貴重な作品の魅力をよ
り広く伝えようと、絵伝を所蔵する東
京国立博物館と文化財活用センター、
KDDIが連携し、最先端のICTを
駆使した鑑賞体験の仕組みを開発。
2020年9月29日～10月25日、東京国
立博物館内の法隆寺宝物館M2階に
て企画展「５Gで文化財 国宝『聖徳
太子絵伝』」を開催した。

5GとMECサーバにより
超高精細画像もストレスなく視聴

　絵伝の原寸大複製画を展示した会

場では、館内に設置した5G基地局を
経由し、MECサーバにある36億画素
の超高精細な原画画像（NHKエデュ
ケーショナルが作成）をAR技術で複
製画に重畳させてコンテンツを表示す
る仕組みを構築。①5G・4Kスマホで
体験する「魔法のルーペ」、②ARグラ
スで体験する「魔法のグラス」の2 種
類のサービスを提供した。
　KDDIサービス統括本部の砂原哲
氏は、「5Gの超高速・超低遅延に加
え、インターネットを介さないMEC
サーバの採用により、お客様がストレ
スなくコンテンツを視聴できる環境を
実現しました」と説明する。
　①は、スマホを複製画にかざすと
原画画像が重畳して表示され、ス
ムーズな拡大縮小で繊細な描写まで
鑑賞できる。また、鑑賞したいエピ
ソードを画面上で選択すると解説・ナ
レーションを聞くことができる。

　②は、ARグラスをかけて複製画を
見ると、「絵伝」に描かれている代表
的な15のエピソードについて、博物
館の研究員が監修したアニメーション
と解説で絵解きを楽しめる。

コンテンツの品質にこだわり
来場者の満足度も上々

　「5G の利用用途を広げると同時
に、最新技術によって文化芸術の
拡 張 体 験を提 供 するau Design 
pro je c t [A RT S & CU LTU R E 
PROGRAM]の一環でもあります」と
砂原氏。そのため、「コンテンツは観
覧者が感動してくれるようなクオリ
ティを追求しました」という。
　コロナ禍で来場は予約制、閲覧も時
間制限を設けたが、ほぼ上限に近い
予約率で幅広い年代の人が訪れた。
サービス利用の満足度（とてもよい、
よい）も76.8％と上々の結果だった。
　今回の仕組みは原理的には常設の
展示でも提供でき、5G端末が普及す
れば来場者が所有する端末を利用す
ることも可能になる。砂原氏は、「いま
博物館で提供されている音声ガイド
のように、将来は当たり前に活用され
ることを目指したい」と話している。

5GスマホとARグラスで国宝絵画の鑑賞体験を拡張
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5G、AR（Augmented Reality：拡張現実）、
MEC（Multi-access Edge Computing）サーバ

図　東京国立博物館で開催した「5Gで文化財『国宝 聖徳太子絵伝』」のサービス概要

au5G基地局 au網（有線）
MECサーバ

36億画素
高精細
原画データ5G通信 5G通信

複製画の上にAR技術で
原画データを重畳して表示

魔法のグラス

ARグラス

58のエピソードのうち代表的
な15エピソードをピックアップ
し、東京国立博物館の研究員
監修によるアニメーション＋解
説を提供

魔法のルーペ

5G・4K
対応スマホ

コの字配列の展示会場を自
由に歩きながら58のエピソー
ドすべてをau5Gによりスムー
ズに拡大縮小。繊細な描写ま
で鑑賞可能とした※ARグラス、5G・4K対応スマホ

  とも会場で貸し出した
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